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■
2
0
2
3
年
（
令
和
5
年
）
6
月
30
日　

内
外
教
育　

第
3
種
郵
便
物
認
可

○
…
「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
の
通
り
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
経

験
が
、
同
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
分
類
変
更
と

と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
経
験
を
ト

ラ
ウ
マ
に
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
新
種
の
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
に
備
え
て
、
医
療
の
備
え
と
同
時
に

個
人
の
感
染
対
策
も
継
続
し
た
い
。
過
密
を
避
け
、

手
洗
い
や
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
継
続
し
、
健
康
維
持

に
努
め
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
培
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

は
、
教
育
の
分
野
で
も
保
持
し
た
い
。

○
…
新
型
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
で
、
休
校
、
遠
隔
授
業
、

学
校
行
事
の
削
減
が
当
た
り
前
に
な
り
、
子
ど
も
た

ち
は
マ
ス
ク
、
黙
食
な
ど
で
級
友
と
の
距
離
を
と
る

こ
と
が
奨
励
さ
れ
、
引
き
こ
も
り
気
味
に
な
る
傾
向

も
増
し
た
。
そ
れ
の
補ほ

て
ん塡

は
必
須
だ
が
、
同
時
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
身
に
付
い
た
新
し
い
心
性
や
方
法
は
財

産
だ
。
人
と
の
過
剰
な
接
触
や
、
集
団
へ
の
同
調
な

ど
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
個
人
の
主
体
的
な
行
動
や
学

び
は
増
加
し
た
。
集
団
同
調
行
動
、
形
式
的
行
事
、

無
意
味
な
規
則
な
ど
は
、
そ
れ
ら
が
無
く
て
も
困
ら

な
い
こ
と
、
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
で
学
び
が
で
き
る
こ

と
を
、
子
ど
も
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
経
験
し
た
。

○
…
情
報
通
信
技
術
（
I
C
T
）
の
活
用
は
、
コ
ロ

ナ
後
の
教
育
で
も
必
須
で
あ
る
。
教
育
再
生
実
行
会

議
の
第
十
二
次
提
言
（
2
0
2
1
年
6
月
）
で
は

「
対
面
指
導
を
基
本
と
し
つ
つ
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
や
学
ぶ
内
容
に
応
じ
て
遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
を
適
宜
取
り
入
れ
、
双
方
の
良
さ
を
最
大
限
に
生

か
す
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
て
い
る
。
東
洋
経
済
新

報
社
の
22
年
12
月
の
調
査
で
「
G
I
G
A
端
末
が
整

備
さ
れ
て
教
育
全
般
は
効
率
化
さ
れ
た
」
と
い
う
教

師
の
回
答
は
約
6
割
に
及
ぶ
。

○
…
高
等
教
育
に
関
し
て
、
同
提
言
は
「
面
接
授
業

と
遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
と
の
双
方
の
良
さ
を
最

大
限
に
生
か
し
た
教
育
の
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と

が
重
要
」「（
遠
隔
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
）
自
分
の
ペ

ー
ス
で
学
修
が
し
や
す
い
」「
授
業
の
工
夫
・
質
の

改
善
に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

○
…
全
国
大
学
生
協
連
の
学
生
生
活
実
態
態
調
査

（
22
年
10
〜
11
月
実
施
）
の
結
果
を
見
る
と
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
と
対
面
授
業
の
組
み
合
わ
せ
で
授
業
を

受
け
て
い
る
学
生
が
多
く
（
全
体
の
54
・
8
%
）、

大
学
生
活
の
重
点
は
「
勉
学
や
研
究
」
と
い
う
学
生

が
一
番
多
い
（
30
・
3
%
）。
学
生
の
1
日
の
勉
強

時
間
は
増
加
し
（
3
年
前
よ
り
14
分
増
）、
学
生
生

活
充
実
度
も
上
昇
し
て
い
る
（
87
・
5
％
）。

○
…
生
成
人
工
知
能
（
A
I
）「
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
」

の
扱
い
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
A
I
の
回
答
は
、

当
た
り
障
り
の
な
い
平
均
的
な
内
容
で
、
個
人
の
自

律
性
を
損
な
う
場
合
も
あ
り
、
出
典
や
独
自
性
を
求

め
ら
れ
る
学
生
の
学
び
に
は
不
十
分
で
は
あ
る
。
半

面
、
ア
イ
デ
ア
や
論
旨
の
生
成
機
能
も
あ
り
、
学
生

の
主
体
的
な
学
び
に
利
用
し
た
い
。�
（
Q
）

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
学
校
教
育


